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研究成果の概要（和文）：　本研究では、「紛争と性暴力」に関する政策が現代の「紛争下での性暴力」に限定
されることの問題点をポスト・コロニアリズムの視点の欠如と、ミソジニーとレイシズムの再強化と指摘した。
さらに「紛争と性暴力」を構造的に理解するための「駐留軍と性暴力」という視座について、主に沖縄、韓国、
フィリピンでの米軍駐留と性暴力・制度化された性売買にの実証研究を行った。
　また韓国とフィリピンでの米軍駐留地域で性売買に従事していた女性たちが国家損害賠償請求訴訟や半人身売
買政策提言活動を通じて軍事的安全保障をインターセクショナルな視点から分析して変革を目指す活動を平和構
築におけるエンパワーメントと捉えた。

研究成果の概要（英文）：     The study points out that the political agenda of "conflict and sexual 
violence" in the international community fails to incorporate a post-colonial perspective in 
analyzing the current violent conflicts that are often originated in colonial past, and reinforces 
misogyny and racism by focusing on the current conflicts and sexual violence in these conflicts. In 
deepening the perspective of sexual violence in conflicts more structurally, empirical study is 
conducted on sexual violence and institutionalized sex industry and US military stationing in South 
 Korea and the Philippines.
     The study argues that the women formerly working in sex industry for US military in South Korea
 and the Philippines were empowered through their activities including the lawsuit against the South
 Korean government and anti-trafficking advocacy by gaining the intersectionality perspective on 
militarized national security.

研究分野： ジェンダー研究、平和研究

キーワード： 長期駐留軍　性暴力　エンパワーメント　軍事主義　脱軍事化　フェミニズム　植民地主義　レイシズ
ム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、ジェンダーの視点からの国際平和安全保障研究や平和研究において、長期駐留軍と性暴力と
いう視座を提示するものである。それは、平和安全保障をジェンダー、ポストコロニアリズム、レイシズム、経
済格差などの複数の視点から重層的かつ批判的に検討することを可能にするという学術的な意義を持つ。
　また、そのような批判的検討は、国際社会が取り組む女性・平和・安全保障政策がより包括的で実効性を高め
るための政策提言に活用することができるという社会的意義を持つ。
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

国際社会における武力紛争下の性暴力に関する研究は、2000 年代半ば以降、かなりの

程度、進められてきた。この背景には性暴力の可視化と性暴力を平和安全保障政策の課題

とすることを求めてきた草の根のフェミニスト平和運動と国際社会のフェミニスト平和運動のつ

ながりがある。この分野での研究は市民社会の運動が推し進めてきたといってもいいだろう。

また市民社会による運動は国際政治でもその存在の意義を高めてきた。国際社会における

フェミニスト平和運動の一つの成果である国連安保理決議 1325 号「女性・平和・安全保障

（Women, Peace and Security, WPS）」（2000 年）以降の同課題の一連の安保理決議と関連し

た国連の政策は WPS アジェンダと称され、国際社会での主要な政策の一つと認識されてい

る。また WPS 課題は紛争終結後の復興政策である平和構築においても中心的な課題となっ

た。 

しかし、平和構築における WPS アジェンダは武力紛争下での性暴力への対処に主眼が置

かれ、その予防についての議論はあるものの、武力紛争と性暴力の関係についての根本的

な分析は不足している。特に武力紛争での性暴力と平時の性暴力との連関は、認識されて

はいるが、実証的にも概念的にも研究が進められなければならない点である。 

また、武力紛争下の性暴力の被害者（主に女性）をめぐる政策にも課題がある。WPS 課題

に取り組む国際機関や各国政府の政策は、性暴力被害者・サバイバーの保護を主としており、

被害女性・サバイバーがどのように被害から回復し、さらにどのように平和構築のエージェント

となりうるかは、研究としてはほとんど進められていない。 

 

２．研究の目的 

 上記のような武力紛争下の性暴力、WPS アジェンダの研究をめぐる課題の認識に基づき、

本研究は武力紛争と性暴力の関係と、武力紛争に関連する性暴力の被害女性・サバイバー

の活動について実証研究と理論の構築を目的とする。具体的には、アジア地域に駐留してき

た米軍による性暴力について、沖縄、韓国、フィリピンでの実証研究をさらに進めることを目

指した。さらに、近年、韓国やフィリピンで被害者／サバイバー自身が展開している、賠償請

求裁判などを含めた政治活動を調査し、平和安全保障政策の中でも特に平和構築に関する

面において、駐留軍による性暴力の被害者／サバイバーの活動の分析を試みた。 

 

３．研究の方法 

この 2 つの研究目的を達成するために以下の 3 点、（１）「武力紛争下の性暴力」と平和構

築、（２）駐留軍による性暴力、（３）エンパワーメント、を中心として研究を行った。 

（１）「武力紛争下の性暴力」と平和構築については、国連の WPS アジェンダとそれに関連

する活動、WPS アジェンダに関する国連事務総長の直轄の組織として 2010 年に設置された

「紛争下の性的暴力担当国連事務総長特別代表事務所」の活動などを分析した。また平和

維持活動と性暴力に関する国際機関の対応などを調査した。（２）駐留軍による性暴力につ

いては、沖縄、韓国の駐留米軍の性暴力について資料収集を行い、紛争との連関性につい

て考察した。（３）エンパワーメントは特に駐留軍による性暴力の被害者・サバイバーを対象と

した。沖縄、韓国、フィリピンの米軍駐留地域のフェミニスト平和運動が構築してきたトランス



ナショナル・ネットワーク活動、「軍事主義を許さない国際女性ネットワーク」での連帯運動か

ら韓国とフィリピンを調査した。韓国については、在韓米軍基地周辺の基地村で性産業に従

事していた女性たち、いわゆる「基地村米軍「慰安婦」」女性たちが起こした韓国政府に国家

損害賠償を求める訴訟での原告女性たちと支援運動について調査を行った。 

 

４．研究成果 

2018 年のノーベル平和賞がデニ・ムクウェゲ医師（コンゴ民主共和国）とムラド（イラク・ヤジ

ーディ）に授与された。ムクウェゲ医師は 1990 年代から続くコンゴ民主共和国での紛争で行

われた組織的性暴力の数万人にも及ぶ被害者の治療にあたってきた産婦人科医である。ム

ラド氏は紛争下の性暴力被害者・サバイバーである。2014 年にイスラム国（IS）が宗教少数民

族のヤジーディ京都の村の殲滅を図って襲撃した際に他の女性たちとともに捉えられIS の性

奴隷とされたが、何とか逃げ出し、その後、紛争下での性暴力を根絶する運動を国際的に広

げてきた。二人への授与の背景としてノーベル委員会は、武力紛争下での性暴力は、敵を

攻撃する武器であり戦争犯罪であること、またそれは平和安全保障への脅威であることを指

摘した。また WPS 課題の重要性も指摘した。その上で、二人の功績は、紛争下の性暴力は

戦争の武器である（Rape as a weapon of war）ことを広く知らしめ、また紛争下の性暴力の不処

罰の連鎖を止めようという努力であるとした。 

このような国際社会における武力紛争下の性暴力に対する意識の高まりと国際機関や先

進国政府による WPS アジェンダの実施について、「レイプは戦争の武器だ（Rape as a 

Weapon of War）」というインパクトの強いメッセージを中心として検討した。すると、国連の紛

争下の性的暴力担当国連事務総長特別代表事務所の活動などにも見られるように、主に二

点の問題点が指摘できた。一点目は、それぞれの紛争の根本的、歴史的原因の分析の不足

である。それは現代の武力紛争がかつて植民地支配を受けた地域で起こっており、また植民

地支配に起因する、あるいは植民地支配が大きな影響を持つにもかかわらず、ポスト植民地

主義の視点からの分析が政策においてはほとんどなされていないということである。もう一点

は、「レイプは戦争の武器だ」というフレーズがミソジニーとレイシズムの強化となっている点で

ある。近年の武力紛争下での性暴力を非難する言説は、組織的な行為であることとともに残

虐性を強調する傾向が強い。またそこで取り上げられる武力紛争は、アフリカや中東、ラテン

アメリカでの紛争である。これらの紛争下で性暴力を受けた女性たちの経験が実際に大変、

悲惨であることも事実である。しかし、暴力性や残虐性に焦点を絞ることで国際社会での耳目

をひき、その批判がこのような行為を往々にして「野蛮」と評することで、性暴力は暴力的なレ

イプに限定され、さらにそれらは有色人種によって行われるものとされるものである。 

 駐留軍による性暴力については、沖縄と韓国での実証研究を進めた。沖縄では、基地・軍

隊を許さない行動する女たちの会が 1996 年から作成している「沖縄・米兵による女性への性

犯罪」にさらに事例を加えることができた。これらは主に、沖縄公文書館で収集された資料と

米公文書館（NARA）で収集された資料である。NARA に関しては経費とスケジュールの都合

上、現地調査はかなわなかった。しかし、情報公開法を使って米国で、米軍駐留による沖縄

での環境その他の被害に関する資料収集を行っているジャーナリストから資料提供を受ける

ことができた。これらにより「沖縄・米兵による女性への性犯罪」は主に英語版の改訂を進めた。

韓国に関しては、2014 年 6 月に提起された「韓国内基地村米軍「慰安婦」国家損害賠償請

求訴訟」での資料から、1970 年代までを中心とした基地村での性犯罪と制度化された性売買

についての資料を収集した。また一審判決（2017 年 1 月 20 日）、控訴審判決（2018 年 2 月 8



日）を経て、原告女性たちの証言や弁護団による弁論関連資料、市民運動団体によって作ら

れた支援グループである「基地村女性人権連帯」の資料などを入手した。特に基地村での性

病管理についての資料を収集できた。 

 軍隊による性暴力被害者・サバイバーのエンパワーメントについては、主に韓国とフィリピン

について考察を深めた。韓国については上記の「韓国内基地村米軍「慰安婦」国家損害賠

償請求訴訟」での原告女性たちの証言や支援グループの政策提言などから、米軍駐留によ

る性暴力を受けた被害女性・サバイバーたちが、軍事政権下の国家安全保障政策を女性の

性的自律と貧困というインターセクショナルな視点から批判し、尊厳を回復しようとする過程を

エンパワーメントと捉えた。フィリピンについては、現地での資料収集は行わなかったが、

2017 年 6 月に沖縄で開催された「軍事主義を許さない国際女性ネットワーク」の第 9 回会議

に参加した、フィリピンのオロンガポ市のブックロード・センターのメンバーから資料を収集した。

ブックロード・センターはかつてフィリピンに米軍基地があったときに米兵を顧客とした性売買

に携わった女性たちが運営する NGO で、現在、性売買に携わっている女性たちとその子供

たちの支援を行ってきている。本研究では、ブックロード・センターが行っている、女性たちに

高卒資格を与える活動や地方自治体への人身売買禁止のための政策提言活動や、女性た

ちの経済的自立のための物品制作と販売などについての資料を収集した。そのような活動が、

駐留軍と性暴力被害を軍事主義、性差別、貧困などの複合的な問題であることの分析とその

ような社会構造の変革を目指すエンパワーメントであると考察した。 
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